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 日本共産党 

千
駄
木
で
宣
伝
中
に
、
女
性
の
高
齢

者
か
ら
「
区
内
の
特
養
ホ
ー
ム
の
入
所

待
ち
の
た
め
、
区
外
の
民
間
の
老
人
ホ

ー
ム
に
入
っ
て
い
て
、
毎
月
三
〇
万
円

以
上
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
こ
の
先

い
く
ら
か
か
る
か
不
安
で
す
」
「
区
内

に
特
養
ホ
ー
ム
を
つ
く
っ
て
欲
し
い
」

と
い
う
相
談
を
受
け
ま
し
た
。
文
京
区

で
は
千
駄
木
の
郷
が
建
設
さ
れ
て
以

来
、
十
年
間
、
新
し
い
特
養
ホ
ー
ム
が

建
設
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
党
区
議
団
の

論
戦
を
受
け
て
、
区
は
新
規
建
設
を
表

明
し
ま
し
た
が
、
現
在
八
五
〇
人
を
超

え
る
方
が
入
所
待
ち
を
さ
れ
て
い
ま

小竹ひろ子事務所 文京区白山 1-26-18 桜井ビル 2階 ☎3812-8992 

日本共産党文京地区委員会 文京区白山 2-25-8      ☎3814-1076 

JCP 文京 青年・雇用・子育て相談室長 

です

37歳
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こんにちは 

連
絡
先 

文京新聞 文京新聞社発行 12 月号外 文京区根津 2-34-10
日本共産党は金子輝慶の政策などを次の通り発表しました。

先
週
ま
で
出
掛
け
に
泣

い
て
い
た
娘
は
、
今
週
は

も
う
ニ
コ
ニ
コ
し
て
送
り

出
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
「
た
っ
ち
ー
」

と
い
っ
て
手
を
ぽ
ん
と
あ

わ
せ
て
出
発
で
す
。
子
ど

も
の
適
応
力
は
す
ご
い
で

す
ね
。
で
も
我
慢
し
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

…
今
度
の
休
み
に
は
一
日

一
緒
に
遊
ぼ
う
と
思
い
ま

す
。 ◎

ち
ょ
っ
と
寄
り
道
⑬

ご案内 「卓球を楽しむ会」  
12/27(月)午後 6 時半～8 時半  
会場：アカデミー向丘 1F  
参加費：500 円 
☆1991 年の世界シニア選手権(ラージ) 
の銀メダリストの小須田淳さんが参加 
しコーチしてくれます。 
☆貸出し用ラケットも用意あります。 
【主催】文京区日本共産党後援会 

卓球を楽しむ会 

 

※終了後、後援会事

務所での忘年会もや

ります。こちらだけ

の参加も歓迎です。

(会費 1000 円程度) 

す
。
五
一
八
億
円
の
区
の
基
金
の

一
部
と
国
公
有
地
を
活
用
し
、
急

い
で
建
設
を
進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

★
ひ
と
り
暮
し
の
高
齢
者
に
朗
報
！ 

 

党
区
議
団
は
、
先
の
定
例
議
会

で
、
今
夏
の
猛
暑
で
起
き
た
事
件

を
踏
ま
え
、
高
齢
者
の
方
の
安
否

確
認
が
で
き
る
「
見
守
り
体
制
が

必
要
」
と
提
案
。
２
回
の
定
例
議

会
を
通
じ
て
、
七
五
歳
以
上
で
介

護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
な
ど

を
対
象
に
安
否
確
認
を
定
期
的
に

行
う
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

再録【金子てるよし プロフィール】 
1973 年 東京都練馬区東大泉生まれ 
1986 年 練馬区立大泉西小学校卒 
1989 年 新座市立第三中学校卒 
1992 年 埼玉県立所沢高校卒 
1996 年 東洋大学法学部卒 
1996 年 建築設計会社(本郷三丁目)に入社、総務部に勤務。

2004 年 同社を退職。党が呼びかけた中越震災救援ボラ

ンティアに参加。震度 7 を記録した新潟・川口町などでの

活動をきっかけに 2005 年から党文京地区委員会に勤務。

現在、党文京地区委員会 常任委員、青年学生部長 
【家族・趣味など】 
家族は妻、2 歳の娘。趣味は旅行、映画、音楽鑑賞。小学

から高校まで卓球部に所属。  

23 区の党区議団が合同で実施した東京都との要求交渉(11/25)
に参加しました。私は、福祉保健局との交渉で「大塚みどりの

郷の隣地の都有地に特養ホームを増築し(定員 60 人から 100 人

へ)、特養ホームの定員増を」と要望しました。 


